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金木だよ り （2J 

桜
ま
つ
り
恒
例
の
金
木
北
部

消
防
団
定
期
連
合
観
閲
式
が
さ

る
五
月
．.．目
．
芦
野
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
，
参
加
し
た
団
員
ら

は
来
賓
や
家
族
ら
が
多
数
見
守

る
中
、
放
水
演
習
や
分
列
行
進

な
ど
H
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
（
 “火
災
撲
滅
”
へ
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
観
閲
式
は
．
火
災
な
ど

に
備
え
て
団
員
の
L
気
の
高
揚

を
図
り
．
合
わ
せ
て
日
頃
の
訓

練
振
り
を
観
閲
す
る
た
め
、
金

木
．
中
唯
、
市
浦
、
小
泊
の
．

.
 

町
．
・村
の
消
防
団
で
組
織
し
て
 

J
る
金
本
中
」部
消
防
団
連
絡
協

識
会
が
E

巾
，
毎
年
開
い
て
い
 

・

い
ら
の
ぐ

ー
 

火災撲滅へ向っ 

観閲式に700人 

昭
和
五
十
八
年
度
 

行
政
琉
力
委
員
決
ま
る
 

琉 

今
年
度
の
行
政
協
力
委
員
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

e
は
会
長
 
。
は
副
会
長
 

O
は
常
任
委
員
 

▼
金
木
 

本
 

＠
栄
 

南

新

町
 
櫛

引
富
士
男

上
山
道
町
 
白

川
 
昭
男
 

O
中
山
道
町

一
区
 
金
 
．二
郎

中
山
道
町
．
．区
 
阿
部
祐
司
 

津
島
金
太
郎

佐
々
木
男
治

大
橋
 
行
雄

前
田
 
孝

白
川
 
満
郎

斉
藤
 
正
利

長
尾
甚
五
郎

新
岡
 
年

福
田
 
元
信

じ
藤
 
光
雄

艮
尾
 
慶
治

藤
元
 
昭
遺
 

k
'
H同
．
川
‘．

 

斉
藤
 
義
信
 

m
 

世

新

富
町

若
松
町

一
区

若
松
町
二
区

若
松
町
・
二区
 

O
若
松
町
四
区

見

崎
町
 

0
三
軒

町
 

L

沢
部

ド

沢
部

旭
ケ
丘
．
区

旭
ケ
丘
二
区
 

O
大
束
ケ
丘

雲
雀
ケ
丘
団
地

芦
野
団
地
一
区

芦
野
団
地
．
．
区

朝
H
団
地
 

L

等

H
 

O
ド

蒔

m
 

神
 
原
 

L

藤
枝

中
藤
枝

ド

藤
枝

マ
川
倉
 

湯
 
の
川
 

花
田
柾
五
郎

成
川
 
隆
守

長
尾
 
ミ
ツ

丹
場
 
富
子

三
L
 

勉

沢
川
 
東
一

算
川
子
止
樹

荒
関
 
則
照

津
島
 
喜
之

白
川
 
き
せ

北
沢
 
清
一

山
川
 
精
也

鈴
木
定
五
郎

葛
西
 
定
雄

外
崎
陸
奥
雄
 

岡
田
喜
十
郎
 

:
E
 

徳
義

じ
藤
善
四
郎
 

L
藤
武
一
郎

じ
藤
 
良
村
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III 

町 IHI III丁 

角
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正
男

田
中
 
実

じ
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サ
ダ

櫛
引
富
士
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ド

山

道町 小

野 元

靖 

美
晴

町一区 木

村 愛

f 

美
晴
町．．

区 木
村

キョエ 

0 
L 女 向 林 
宇 
III 
野坂道 ド 

外 外‘ト
崎崎 谷 

信 
勝進 次 

町
営
牧
場
で
 

放
牧
始
ま
る
 

モオ～ 」」
識
轟
 

た
後
、
農
家
の

人
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
青
々
と

し
た
牧
場
に
放

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
H
放
牧

さ
1
1た
の
は
、
 

こ
の
春
生
ま
れ

”
《
 

た
ば
か
り
の
仔
 

こ
の
H
は
．
消
防
団
員
約
L
 

百
人
の
ほ
か
、
来
賓
ら
も
多
数

出
席
。
芦
野
湖
で
放
水
演
習
を

行
っ
た
後
、
グ
ラ
ン
ド
に
集
合

観
閲
者
の
占
川
町
長
ら
か
ら
服

装
点
検
な
ど
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
去
年
結
成
さ
れ
た

嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

防
火
演
習
で
は
お
母
さ
ん
た
ち

が
，
H
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
 

喜
良
市
小
川
川
山
の
町
営
牧

場
で
、
さ
る
五
月
九
H

、
牛
の

放
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
目
は
、
カ
ラ
リ
と
晴
れ

た
L
天
気
。
早
朝
か
ら
次
々
と

ト
ラ
ッ
ク
で
連
び
込
ま
1
1た
牛
 
 揮

、
巧
み
な
管
そ
う
さ
ぱ
き
を

披
露
し
ま
し
た
。
 

分
列
行
進
に
引
き
続
い
て
、
 

消
防
功
労
者
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
後
、
古
川
町
長
の
講
評

や
来
賓
の
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、
 

団
員
ら
は
、
 “火
災
撲
滅
一
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。
 

牛
六
十

一
頭
、
成
牛
六
十
九
頭

育
成
牛
．.．頭
の
百
．．

・十
．,．頭
で

長
い
冬
の
問
こ
も
っ
て
い
た
牛

舎
か
ら
開
放
さ
れ
た
喜
び
が
一

気
に
爆
発
し
た
か
の
よ
う
に
蛾

ん
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
 



ご

み
は
正
し

く
 

出
し

ま
し
よ

う
 

＠
「
燃
え
る
ご
み
」
と
 
「燃
え

な
い
ご
み
」
を
完
全
に
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。
 

O
残
飯
類
は
「
燃
え
る
ご
み
」
 

で
す
。
十
分
に
水
切
り
を
行
っ

て
か
ら
小
さ
な
袋
に
人
れ
、
さ

ら
に
ご
み
袋
へ
。
 

＠
ご
み
袋
に
人
れ
て
、
収
集
日

の
午
前
八
時
半
ま
で
に
集
積
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

O
祭
H
は
ご
み
の
収
集
は
休
み

で
す
。
収
集
日
が
祭
日
に
当
た

る
場
合
、
ご
み
は
集
積
場
所
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

O
収
集
日
以
外
に
出
す
と
犬
や

ネ
コ
な
ど
が
散
ら
か
し
、
附
近
 

の
方
々
に
大
変
迷
感
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

女
坂
ご

み
処
理
場
 

ル
ー
ル
を
守
っ

て
 

0
途
中
で
ご
み
を
飛
散
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
必
ず
シ
ー
ト
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

O
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、
で
き

る
だ
け
そ
の
日
の
う
ち
に
埋
立

処
理
す
る
た
め
、
処
理
場
へ
連

ぷ
時
問
は
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
四
時
半
ま
で
と
し
、
土
曜
ロ

の
午
後
や
H
曜
、
祭
日
に
は
な

る
べ
く
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

＠
古
い
家
屋
等
を
解
体
し
た
ご

み
を
運
ぷ
場
合
は
．
事
前
に
役

場
民
生
課
へ
電
話
ま
た
は
文
書

冷
で
必
ず
連
格
し
て
く
だ
さ
い
。
 

上
古

町
  

鳴
海
 
憲
治
 

川
端
町
 
 

今
 

重
雄

ド

古

町
 

鳴
海
為
之
助
 
双
葉

町
  

小
山
内
武
夫
 

新
誠
町
 
津

田
 
孝
 

参
加
者
た
ち
は

森
林
資
源
の
大

切
さ
を
は
だ
で

感
じ
と
り
な
が

ら
、
植
樹
し
た

苗
が
り
っ
ぱ
な

大
木
に
成
長
す

る
よ
う
に
と
思

い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。
 

ごみも泣いている 
最
近
、
遺
路
 

惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
り

端
や
川
端
、
空
 

ま
す
。
 

地
等
に
捨
て
ら
 

ノ
ド
を
潤
し
て
も
ら
っ
た
り

れ
て
い
る
ご
み
 

お
い
し
い
お
菓
子
を
大
切
に
包

の
量
が
目
立
っ
 

ん
で
く
れ
た
空
缶
や
空
袋
な
ど

て
多
く
な
り
ま
 
を

川
事
が
済
ん
だ
か
ら
と
、
窓
 

し
た
。
 

か
ら
ボ
イ
と
捨
て
、
世
間
の
“
 

誰
か
が
、
 「
 
さ
ら
し
者
〉
に
す
る
の
は
あ
ま

一
」
れく
ら
い
」
 
り
に
も

無
残
な
こ
と
で
す
。
 

と
思
っ
て
何
気
 

我
々
人
間
の
た
め
に
、
立
派

無
く
捨
て
た
小
 

に
役
目
を
果
し
た
ご
み
で
す
。
 

さ
な
ご
み
で
も
 

道
路
端
や
空
地
な
ど
へ
不
法
に

そ
こ
に
住
む
人
 

捨
て
る
こ
と
な
く
、
決
め
ら
れ

に
と
っ
て
は
不
 

た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場

衛
生
窮
ま
り
な
 
所

に
出
し
て
“
住
生
”
さ
せ
て

く
、
大
変
な
迷
 
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。
 

緑
豊
か
な
自
然
を
残
そ
う

杉
苗
三
百
本
廿
植
樹
祭
 

さ
る
五
月
十
H

、
川
倉
地
区
 

め
に
も
緑
豊
か
な
白
然
を
残
そ

の
大
倉
岳
困
有
林

（通
称
川
倉
 
う
ー

と
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る

山
）
で
、
金
木
営
林
署
と
金
木
  

も
の
で
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
 

町
共
催
の
昭
和
五
十
八
年
度
植
 
「

み
ん
な
で
緑
、

み
ん
な
の
岡
 

樹
祭
が
行
わ
れ
、
宮
坂
署
長
、
 

 

ー
 

」
  

古
川
町
長
ら
関
係
者
約
百
人
が
  

金
木
町
は
本
県
で
も
代
表
的

約
十
五

a
の
山
の
斜
面
に
杉
の
  

な
ヒ
バ
の
生
産
地
。

植
樹
祭
の

苗
木
三
百
本
を
植
え
ま
し
た
。
 

 

行
わ
れ
た
川
倉
山
も
周
囲
は
見

こ
の
植
樹
祭
は
、
子
孫
の
た
  

事
な
ヒ
バ
の
大
木
が
立
ち
並
び
 

ド
宇
川
野

▼
嘉
瀬
 

雲
雀
野
団
地

東
 

町

上
小
栗
崎
 

o
4
1小
栗
崎

下
小
栗
崎

上
派

立

中
派

立
 

O
下

派

立

上

新
町

③
ド

新
町
 

O
上
昭
和
町

下
昭
和
町
 

O
本
 
町
 水

 
丁
 

r・
 
 中

谷
幸
江
子
 
新
堤
町
一
区
 

阿
部
秀
五
郎
 

新
堤
町
二
区
 
鳴
海
 
一
雄

神
島
 
俊
治
 

o
L
鍛
治
町
 

原
田
金
四
郎
 

斉
藤
 
忠
英
 
下

鍛
治
町
 

神
島
恵
之
助

秋
元
 
憲
一
 

上
中
柏
木
 

杉
山
金
之
亜

伊
藤
 
正
一
 
下

中
柏
木
 

原
田
 
僚

秋
元
 
定
光
 

●
喜
良
市
 

花
川
き
み
江
 

o
更
生
部
落
 

新
岡
喜
代

一

吉
崎
 
正
光
 

O
西
岩
見
町
 
桑

田
喜
代
成

鎌
田
 
善
光
 

東
岩
見
町
 

宮
崎
 
与
太
 

山
中
 

将
 
上

柏
木
 

中
村
 
園
家
 

L
岐
 
武
逸
 
下
柏
木
 

中
村
 
利
宗

須
崎
 
悠
悦
 

O
下
 

町
 

今
 
清

作
 

0 0 
後畑 卓 冷 

常 
茂 男 

今 

喜代

昭 

O

林 

町 

桑

田清
三
郎 

今 

兼春 

O

野 

崎 

宮崎

初太
郎 

今 

常男 北本

町 西

村 

晃一 

沢田 

茂 

O
下

派

立 

三上

菊次郎 

原田 清治 

上派

立 

桑田 邦

夫 

今 
喜

代治 

南本町 

「
王

ユキ子 

0 0 0 
南上下北野林 

本派派 本 

町立立 町 崎 町 
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崎
 
由
美
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心
一H
H
H

池
m
い

こ
加
 
J

一
「
ン
け‘一
子
一
 

こ
小
 

鷺警 考電 1
み
 

木の根元から 

昔の小判が？ 

仮面ライダー 

第1 保育所 

さわだ・ひろし 

(4 歳） 

ソ
フ
ト
で
快
い
汗
を
ノ

・
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
 

参
加
チ
ー
ム
募
集
 

金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

（
浅
木
全
一
会
長）
で
は
、
今

年
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

町
内
や
職
場
ま
た
は
同
志
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
チ
ー
 

ム
が
な
い
方
に
は
協
会
で
お
世

話
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

▼
試
合
日
 

六
月
ー
十
月
ま
で
の
第
一

か
第
三
日
曜
日
 

▼
参
加
資
格
 

町
民
、
町
出
身
者
ま
た
は
 
 

町
内
に
職
場
を
持
つ
人
 

マ
チ
ー
ム
編
成
 

1
、
男
五
人
、
女
四
人
の
混
 

合
チ
ー
ム
（
中
ふ回
生
も可
」
 

四
月
ド
旬
、
昭
和

町
ー
7
1
見
町
間
の
溜

池
に
“
白
さ
ぎ
ー
が

ひ
ょ
っ
こ
り
。
最
近

で
は
め
ず
ら
し
い
佳

麗
な
訪
問
者
に
、
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
も

思
わ
ず
車
を
止
め
見

と
れ
て
い
ま
し
た
。
 

2
、
全
員
が
四
十
五
歳
以
上

の
男
子
チ
ー
ム
（
女
子
の

加
入
も
可
）
 

3
、
女
子
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

▼
参
加
料
 
ー
チ
ー
ム
五
千
円
 

（
生
徒の
チ

ー
ム
は
無
料
）
 

▼
申
し
込
み
 

喜
良
市
小
学
校
 
藤
元
あ

て
 
昼
②

2
3
0
9
 喜小

夜
②

2
4
83
 自
宅

▼
締
切
り
 
六
月
十
日

（
金）
 

こ
の
ほ
ど
、
喜
良
市
の
桑
田

長
太
郎
さ
ん
が
、
屋
敷
内
の
庭

木
を
植
え
替
え
よ
う
と
根
元
を

掘
っ
た
と
こ
ろ
、
土
の
中
か
ら

ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
な
形
を
し

た
奇
妙
な
金
属
が
大
小
四
個
出

現
。
 

近
所
の
ん
た
ち
と
】
緒
に
品

定
め
し
た
と
ヒ
ろ
、
表
面
に
 
「
 

弐
拾
両
」
「拾
両
」
な
ど
と
彫
っ

て
あ
っ
た
た
め
「
m日
の
小判
で

は
」
と
大
騒
ぎ
。
 

専
門
化
に
鑑
定
を
と
、
町
歴
 
 史

民
俗
資
料
館
の
野
呂
館
長
ら

に
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

天
び
ん
に
使
っ
た
分
銅
ら
し
い

こ
と
が
分
か
り
、
小
判
騒
き
は

一
日
で
幕
。
 

一
番
大
き
い
も
の
は
約
七
百

五
十
傍
、
尺
貫
法
で
は
大
体
一
一

百
匁
（
もん
め
）
に
当
た
り
、
次

か
ら
百
匁
、
五
十
匁
と
重
さ
が

二
分
の
ー
ず
つ
に
な
っ
て
い
る
。
 

今
の
と
こ
ろ
値
打
は
不
明
。
桑

田
さ
ん
は
 
「窒

kに
し
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

金木だよ り （4) 

。

、
、
、
…
 ・
・、
？?
 

佳
麗
な
る
訪
問
者
 



球
大
会
 

③
金
木
小
 

①
沢
田
明
伸
 
④
原
田
治
（
以
 

ヒ
嘉
瀬
）
 

⑨
第
十
二
回
北
五
防
犯
少
年
野
 

些考ダミ～B二」‘ 
‘

,1工’ 

(5〕 貧不た よ ‘) 

H
赤
金
木
町
本
仕
団

（
相馬
 
に

汗
を
流
し
て

京
f
委
員
長
）
で
は
、
さ
る
四
 
い
ま
し

た
が
、
 

月
二
十
八
日
、
国
道
3
3
9号
 

無
神
経
に
捨
て

線
の
嘉
瀬
ー
川
倉
間
、
約
六
キ
 
ら

1
1て
い
る
ご

ロ
に
わ
た
り
道
路
沿
い
の
空
き
 
み

の
斌
が
あ
ま

缶
ゃ
ご
み
集
め
な
ど
の
ク
リ
ー
 
り

に
も
多
く
、
 

ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

あ
き
れ
顔
で
し

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
同
奉
 
た
。
 

仕
団
が
毎
年
、
春
と
秋
の
二
回
 
こ
の
日

の
作

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
 
業
で
国
道
沿
い

団
員
約
六
十
人
の
ほ
か
、
役
場
 
が

一
段
と
春
ら

民
生
課
員
も
応
援
に
駆
け
付
け
 
し

く
さ
わ
や
か

ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
ビ
 

に
な
り
、
参
加

ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に
清
掃
作
業
 
者
は
「

こ
れ
で
 

大
健
闘
金
木

健
児
 

ー
桜
ま
つ
り
協
賛ー
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
好
成
績
 

さ
る
四
月
二
十
九
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
桜
ま

つ
り
に
協
賛
し
て
各
種
ス
ポ

ー
 

ヅ
大
会
が
開
か
れ
、
当
町
の
児

童
生
徒
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
大
健
闘
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

0
第
十
ニ
回
西
北
五
中
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

①
金
木
南
中
 

＠
第
十
回
北
五
中
学
校
卓
球
大

会
 男

子
団
体
 
③
金
木
中
 
 

＠
第
七
回
芦
野
陸
L
競
技
選
手

権
大
会
 

廿
小
学
校
女
子
I
 

▽
五
年
百
M
 ①
山
中
亮
子

嘉
瀬
）
▽
百
M
 
②
大
橋
史
代
 

（
喜良
市
）
③
木
村
真
紀
（
嘉

瀬
）
▽
ニ
百
M
 
⑤
田
中
真
琴
 

（
喜良
市
）
⑥
松
尾
好
子

（
金

木
）
▽
八
百
M
 
③
山
中
真
理

子
（
嘉
瀬
）
⑥
山
中
恵
久
美
（
 

嘉
瀬
）
▽
四
百
訂
リ
レ

ー
 
③

喜
良
市
 
⑤
嘉
瀬
 
マ
走
り
幅

跳
び
 
⑤
前
田
光
代
（
金
木
）
 
 

▽
走
り
高
跳
び
 
⑥
芳
村
美
和
 

《r
（
喜良
市
）
 

I
小
学
校
男
子
I
 

▽
五
年
百
1
1
 
②
広
瀬
勝

（
嘉

瀬
）
▽
百
〉い
 
③
古川
卓
哉
（
 

喜
良
市
）
④
松
岡
誠
（
金
木
）
 

▽
二
百
H
 
②
古
川
純
一
 
（
喜

良
市
）
④
三
ヒ
洋
昭
（
金
木
）
 

▽
千
五
百
U
 
①
斎
藤
潤
一
 
（
 

嘉
瀬
）
③
今
明
広
（
喜
良
市
一

▽
四
百
訂
リ
レ

ー
 
①
喜
良
市

②
嘉
瀬
 
▽
走
り
高
跳
び
 
③

伊
藤
香
津
夫
（
嘉
瀬
）
▽
走
り

幅
跳
び
 
③
土
岐
純
也
、嘉
瀬
）
 

I
中
学
校
女
子
I
 

▽
一
年
百
屑
 
⑥
田
中
郁
、
金

木
）
▽
四
百
M
リ
レ
ー
 
⑥
金

木
 廿

中
学
校
男
子
I
 

▽
一
年
百
H
 
①
木
村
文
俊
（
 

金
木
南
）
⑤
斎
藤
真
樹
、金
木
）
 

▽
二
百
眉
 
③
原
川
弟
、金
木
）
 

▽
八
百
U
 
⑤
舛
甚
光
春

（金

木
南
）
▽
四
百
H
リ
レ

ー
 
⑥

金
木
 

＠
西
北
五
小
中
学
校
相
撲
大
会

▽
小
学
校
四
年
個
人
の
部
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
ご

み
一
掃
 

日
赤
金
木
町
奉
仕
団
 

さ
っ
ぱ
り
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
や

め
て
ほ
し
い
」
。と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 



金木だよ‘) (6) 

脳
卒
中
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
 

脳
卒
中
と
は
 

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
動
脈
が

破
れ
て
出
血
し
た
り
、
あ
る
い

は
詰
ま
っ
た
り
し
て
、
脳
の
組

織
が
障
害
を
受
け
、
そ
の
結
果

手
足
の
運
動
が
不
自
由
に
な
っ

た
り
、
言
語
障
害
を
伴
っ
た
り

す
る
病
気
の
こ
と
を
言
い
、
症

状
が
激
し
い
時
は
意
識
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

脳
卒
中
は
、
種
々
の
病
型
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
代
表
的
な

も
の
は
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
 

ク
モ
膜
下
出
血
の
三
つ
で
、
い

ず
れ
も
島
血
田
が
原
因
の
ー
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

食
塩
と
 

高
血
圧
 

す
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
ど
の
理
由

で
あ
れ
食
塩
を
多
く
と
る
こ
と

は
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
原
因

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い

事
実
で
す
。
 

町
か
ら
脳
卒
中
を
な
く
す
る

た
め
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
 

川
が
あ
り
、
血
管
が
細
く
な

る
と
、
血
液
の
流
れ
に
対
す

る
抵
抗
が
増
し
、
血
圧
が
上

が
り
ま
す
。
 

ハ
、
体
の
中
に
塩
分
が
入
る
と

そ
の
塩
分
を
「

一
日
が
か
り

で
」
尿
や
汗
と
し
て
体
外
へ

出
す
た
め
に
、
腎
臓
が
圧
力

を
か
け
、
血
圧
が
上
が
り
ま
 

の
倍
近
い
二
・
九

％
の
塩
分
を
含
ん

だ
み
そ
汁
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
 

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
 

脳
卒
中
へ
の
近
道
グ
 

食
塩
の
と
り
過
ぎ
が
血
圧
を

上
げ
る
原
因
に
な
る
こ
と
は
、
 

以
前
か
ら
言
わ
れ
つ
づ
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
代

表
的
な
説
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
 

イ
、
し
ょ
っ
ぱ
い
物
を
食
べ
る

と
、
水
が
飲
み
た
く
な
る
よ

う
に
、
食
塩
は
水
を
引
き
つ

け
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
塩
分
を
多
く
と
る
と

血
管
内
に
入
っ
た
水
分
の
量

と
同
じ
量
の
血
液
が
増
え
、
 

血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
 

ロ
、
食
塩
は
、
血
管
の
壁
が
収

縮
す
る
働
き
を
助
長
す
る
作
 

54杯 

28杯 
36% 

19% 

67杯 

塩 分 濃 度

ロ薄い 1.0％以下 

「コ標準 1.0-1.2% 

．濃い 1.2％以~ 

＊みそ汁塩分濃度測定結果＊ 

45% 

高
血
圧
予
防
は
、
減
塩
か
ら
 

ー
と
、
昨
年
、
塩
分
濃
度
測
定

器
を
購
入
し
、
町
内
七
地
区
で

み
そ
汁
の
塩
分
を
測
定
し
ま
し

た
。
 

そ
の
結
果
は
グ
ラ
フ
で
示
す

通
り
全
体
で
は
、
標
準
及
び
標

準
以
下
が
六
十
四
％
を
占
め
て

お
り
、
標
準
以
ヒ

（
濃い
）
は

三
十
六
％
で
し
た
。
し
か
し
、
 

地
域
別
で
見
る
と
大
東
ケ
丘
と

蒔
田
地
区
は
、
ほ
と
ん
ど
が
標

準
及
び
標
準
以
下
で
あ
る
の
に

対
し
、
岩
見
町
や
更
生
部
落
地

区
な
ど
で
は
約
九
十
％
が
標
準

以
上
の
塩
分
濃
度
で
、
な
か
に

は
標
準
濃
度
（
一
・ロ
ー
一
三
％)
 

測
定
し
た
み
そ
汁
の
数
量
が

全
体
で
百
四
十
九
杯
と
、
少
な

い
た
め
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
 

毎
日
、
塩
分
濃
度
の
薄
い
み
そ

汁
を
飲
ん
で
い
る
世
帯
の
多
い
、
 

大
東
ケ
丘
地
区
で
は
、
最
近
ま

で
脳
卒
中
患
者
が
で
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
塩
分
の
と
り
過

ぎ
が
脳
卒
中
へ
の
近
道
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で

す
。
 

六
月
に
は
町
内
全
世
帯
を
対

象
に
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
の
測

定
を
実
施
し
ま
す
。
塩
分
の
と

り
過
ぎ
を
や
め
、
町
か
ら
脳
卒

中
を
な
く
す
る
た
め
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

、
せ
ん
き
ょ
の
知
識⑩
 

参
議
院
全
国
区
制
の
改
正
m
 

七
月
九
日
で
任
期
満
了
と
な

る
参
議
院
議
員
の
選
挙
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
 

今
ま
で
の
参
議
院
議
員
全
国

区
制
が
改
正
さ
れ
、
今
回
か
ら

比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
 

内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
月
号
と
来
月
号

に
わ
た
り
比
例
代
表
制
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
 

O
な
ぜ
制
度
が
変
わ
っ
た
の
？

今
ま
で
の
全
国
区
制
は
全
国

を
対
象
に
す
る
選
挙
区
の
た
め

候
補
者
は
日
本
列
島
を
北
か
ら

南
ま
で
走
り
回
り
肉
体
的
に
大

変
負
担
が
大
き
く
、
選
挙
が
終

わ
る
と
一
人
か
二
人
は
亡
く
な

る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
加

え
て
「
六
当
五
落
」
 
（六
億
円

使
え
ば
当
選
、
五
億
円
で
は
落

選
す
る
）
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
政

治
活
動
に
お
金
を
か
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 こ
の

た
め
大
き
な
組
織
か
ら
出
て
い

る
人
か
、
お
金
の
あ
る
人
で
な

け
れ
ば
当
選
す
る
こ
と
が
む
づ

か
し
か
っ
た
訳
で
す
。
 

ま
た
、
有
権
者
側
も
約
百
人

而
立
候
補
者
の
中
か
ら

一
人
選
 

(
 

ぶ
の
は
大
変
で
、
投
票
所
へ
行

っ
て
も
だ
れ
に
入
れ
て
よ
い
か

わ
か
ら
ず
一
覧
表
の
ト
ッ
プ
の

人
を
書
い
た
り
、
テ
レ
ビ
に
よ

く
出
て
い
る
人
を
書
い
て
し
ま

っ
た
り
と
、
全
国
制
に
は
大
変

問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。
 

O
比
例
代
表
制
っ
て
ど
ん
な
こ

と
な
の
？
 

こ
れ
ま
で
の
全
国
区
の
選
挙

は
個
人
個
人
が
立
候
補
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
比
例

代
表
制
は
選
挙
に
な
る
と
政
党

が
候
補
者
を
選
び
、
順
位
を
決

め
た
名
簿
を
届
け
出
て
立
候
補

の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。
 

私
た
ち
は
、
今
ま
で
個
人
に

投
票
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度

は
投
票
用
紙
に
政
党
名
を
書
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
投
票
を
全
国
的
に
集
計

し
て
ど
の
政
党
が
い
く
ら
得
票

し
た
か
と
い
う
計
算
を
し
、
そ

れ
に
比
例
し
て
当
選
人
を
各
政

党
に
配
分
し
ま
す
。
そ
し
て
配

分
し
た
当
選
人
の
数
ま
で
あ
ら

か
じ
め
届
け
て
い
た
名
簿
の
順

位
に
よ
っ
て
政
党
の
当
選
人
を
 

決
定
し
ま
す
。
 

×
 

ノ
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ク
 

嘉
 
瀬
 

習
字
作
品
募
集
 

国
民
年
金
制
度
の
普
及
推
進

を
図
り
小
学
生
の
書
道
教
育
の

向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
国
民
年
金
習
字
作

品
展
を
行
い
ま
す
。
 

県
下
全
域
か
ら
作
品
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
の
国
民
年
金
展
も
十

九
回
H
を
数
え
、
小
学
生
の
習
 

字
作
品
の
発
表

の
場
と
し
て
す

っ
か
り
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

課
題
は
、
小

さ
い
う
ち
か
ら
 

岡
民
年
金
に
親

し
み
、
関
心
を
 

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
字
句
と
 

し
、人
選
作
品
の
展
示
は
ト
月
宋
 

に
、弘
前
市
で
行
う
r
定
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
て

も
、
指
定
さ
れ
て
い
る
納
期
限

ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て
い
ま

せ
ん
と
、
万
．
け
が
を
し
て
身

体
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
が

死
亡
し
て
満
十
八
歳
未
満
の
子

供
を
か
か
え
て
母
f
家
庭
に
な

っ
て
も
、
障
害
年
金
や
母

f
年
 

応
募
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

納
の
ま
ま
に
し

て
お
き
ま
す
と

時
効
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

給
料
か
ら
大

引
さ
れ
る
社
会

保
険
料
と
ち
が

い
、
白
分
で
納

め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、

と
も
す
れ
ぱ

忘
1
1が
ち
で
す
が
、
指
定
さ
れ
 

国民年金 

保
険
料
は
忘
れ
な
い

で
 

納
め
ま
し
よ
う
ノ
 

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 た
納
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納

ま
た
、
保
険
料
を
．
．年
問
未
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

交通事故から守ってね．ノ 

嘉瀬小学校 1年ー同 

四
 

お
め
で

と
う
 

憲
吾

、
 

‘括
成
）
 

隆
雄
）
 

魔
明
）
 

務
 

工
藤
 
彰
久
 
悦
雄
 
嘉

鳴
海
 

亨
 
博
明
ー
 
ク

秋
元
加
奈
美
 

忠

、
金
 
木

白
川
和
貴
r
 
定
…
、
 
ク

秋
村
 
文
寿
 
文
雄
）
嘉
 
瀬

今
 
大
崩
 

弘
師
・
 
ク
 

L
藤
 
章
仁
 
幹
行
）
 

岩
村
 
暢
寿
 
静
逸
、
 
ク
 

占
川
 
良
・・

．
 博
，
  

α
，

り
、
」”
 

沢
川
加
奈
f
 

亨
逸
 
嘉
 
瀬

長
尼
 
竜
 

重
孝
 
金
 
木
 

L
森
美
那
子

‘
進

、
 
ク

木
村
 
督
二
二

三
）
嘉
 
瀬

佐
々
木
僚
一
 
．博
海
）
金
 
木

津
島
さ
や
か
（

昭

・
 
ク

奈
良
岡
 
武
 
岡
治
〕
 

お
し

あ
わ

せ
 

、
」
ーH
 
』L

・，
 
レ
ヤ
十一
）
 

「
白
川
 
針
了
 
市
慮
 

、
中
村
 
．元
秋
 
博
行
 
金
 
木
 

（
山
ド
 
順
子

矩
好
、
神
奈
川
県
 

（
議
餐
一
饗
加
森
林
 

（
幡旨
鰍
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一
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（
繍
乳
藤
一
晩淑
 

（
繍
犠
煽
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（
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秩
一
謎
鵬
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（
闘英
襟
鰍
春
訓
所
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（
鮮
護

勘
ー
蜘、
が
伽
 

（
艦
駈
農
脳
繍
林
 

（
織
機
鰍
贈
脇
 

（
鰯
す
み
加騒
、
醐
粛
 

（
榊
難

鯉
畑

海
嗣
 

（
購
欝

維
襟
課
 

（
議
叡
解
幾
〕
晩
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（
翻
磐
畷
議
贈
 

（
鱗
戦

）
幽マ
麟
叫
 

（
織
か
お
酬締
鞍
）鱗
栖
 

（
議
畿
撫
肥
 

、
工
藤
 
．
男
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二
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藤
 
枝
 

「
秋
m
谷
F
加
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多
喜
郎
巾
浦

村
 

（
難伊
智
爵気
 

お

く
や
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外
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喜
良
市

金
 
木
 

ク
 

排
 
旧
 

(71 金木だよ‘) 

~~ュー～一～~一～一～~ 

ナンバーワン 

神原 前田憲吾

長男 祐生くん 

3月29日生まれ

体重 3, 800rラ 

G, 

戸籍の窓 

瀬 

に 
嘉金

瀬木 

、
長
利
 
元
治
 
・尾
則
 
中
里
町
 
、
古
崎
 
弘
芳
 
繁
勝
 
嘉
 
瀬
 

【
じr
リ
』令
＼皿
フ
r
 
」H
」
）
」
 
」璃
 
肌
《
名
ハ『
、hぺ
“r乙
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」へ
 

万
」
】
カ
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、
鳴
海
 
洋
．
．
 勝
雄
 
嘉
 
瀬
 
、
対
馬
 
修
治
 
重
雄
 
金
 
木
 

【
太
H
す
み
子
 
浄
皮
 
大
朝
町
 
（
H
原
ゆ
か
り
 
政
春
一
静
町
基
 

川金

倉木 

Ii藤
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一
 三
 
文
 
仁

純
 
圭
 
直
 和

元
 
部
 美
 

秋
 
阿

楠
 
原
 

ク
 
ク
 

予
 

非行に走る子供の心にブレーキを 	 金木中 2年 

少年非行絶滅させよう 団結で 

「やめよう」 と注意の一声非行の防止 

シンナーは人生を狂わす悪魔です 

児
童
手
当
ま
た
は
 
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

児
童
手
当
の
特
別
給
 
こ
の

現
況
届
を
出
し
ま
せ
ん

付
を
受
け
て
い
る
方
 
と
、

六
月
分
か
ら
の
手
当
が
受

は
 
「現
況
届
」
 
を
提
 
グ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

出
し
て
く
だ
さ
い
o
 
注
意
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提

期
限
は
六
月
二
十
日
 
諸

先
は
 

で
す
。
 

．
官
公
庁
ゃ
、
国
鉄
な
ど
三
公

現
況
届
は
、
手
当
 
社

に
お
勤
め
の
方
 

勤
務
地

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
 
．

そ
れ
以
外
の
方
 
町

役
場

う
か
を
確
認
す
る
大
 
ェ
」
な
っ
て
い
ま
す
。
 

切
な
手
続
き
で
す
。
 

な
お
、
手
続
き
に
は
①
印
鑑

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
 
の

年
金
手
帳
③
手
当
が
払
い
込

い
て
児
童
手
当
や
特
 
ま

れ
る
銀
行
や
郵
便
局
の
通
帳

例
給
付
を
受
け
よ
う
 
が
」必
要
で
す
o
 

と
す
る
人
は
、
現
況
 

ー現況届ー 期限は6月30日 

「児童手当」を引き続き 

受けるには 

手続きが必要です 

車検期間が延長 
「道路運送車両法」が改正 

新
車
に
限
り
 

二
年
か
ら

三
年
に
 

白
家
用
乗
用
車
の
新
車
初
回

の
み
車
検
有
効
期
間
が
、
い
ま
ま

で
の
二
年
か
ら
三
年
に
延
長
さ

れ
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
の
は
昭

和
五
十
八
年
七
月
一
日
以
後
に

新
車
と
し
て
購
入
し
た
白
家
用

乗
用
車
で
す
。
 

従
来
、
白
家
用
乗
用
車
の
車

検
は
、
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
の
法

律
改
止
に
よ
り
、
新
車
に
限
り

最
初
が
三
年
目
に
、
次
か
ら
は

二
年
お
き
に
車
検
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
 
 初

回
の
六
か
月
点
検
が
不
要
に

な
り
ま
す
。
 

六
カ
月
点
検
は

自
分
で
も
で
き
る
 

自
動
車
の
装
置
や
部
品
な
ど

は
技
術
進
歩
の
お
か
げ
で
、
耐

久
性
は
か
な
り
向
上
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
の

点
検
項
目
を
簡
素
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定
期

点
検
は
、
自
動
軍
の
構
造
・
装

置
に
関
す
る
基
礎
的
な
技
術
知

識
を
持
っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
れ
ば
、
白
分
で
で
き
る
と
い

う
簡
単
な
も
の
で
す
。
 

あ
な
た
の
 

善
 
意
 

朝
日
町
の
佐
藤
桂
了
さ
ん
（
 

ス
ナ
ッ
ク
チ
ャ
オ
経
営
）
が
、
 

タ

フ
オ
ケ
大
会
の
益
金
一
万
ー
 

チ
八
五
〇
円
を
o
ま
た
、
さ
と

う
宗
幸
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
コ
ン
サ
 

ス
タ
ン
ド
の
 

日
曜
営
業
案
内
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜

営
業
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が

繁
急
時
な
ど
に
備
え
て
、
町
内

の
ス
タ
ン
ド
が
交
替
で
日
曜
に
 

6
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
 
 ー

ト
実
行
委
員
会

（
秋元
和
雄

委
員
長
）
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

益
金
三
万
九
】
〇
円
を
、
福
祉

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。
 

・・
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ

い
ま
し
た
 

用
く
だ
さ
い
。
 

,
6
月
5
旦
／
金
木
農
協
喜
良

市
支
所
 
／

③
2
5
2
9
 

▼
6
月
1
2日
 
嘉
瀬
農
協
 

③

2
0
6
7
 

●

6
月
1
9日
 
小
林
燃
料
店
バ

イ
パ
ス
給
油
所
③
3
3
6
1
 

●

6
月
2
6日
 
伊
藤
産
業

③

2
8
2
5
 

移
動
ク
レ
ー
ン

国
家
試
験
案
内
 

o

試
験
申
請
書
受
付
 

6
月
9
日
、
1
0日
 

o

試
験
日

（学
科
試
験
の
み
）
 

7
月
2
2日
 

o

試
験
地
 
青
森
市
、
八
戸
市

〇
試
験
に
係
る
準
備
講
習
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
新
宮
町
8
4の
5
 

凹
西
北
労
働
基
準
協
会
 

電
話
 
3
51
6
3
3
6
 

金木だよ り 

七
月
一
日
か
ら
白
動
車
の
“
 

健
康
診
断
（
と
も
い
え
る
車
検

の
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。
と

同
時
に
、
定
期
点
検
の
点
検
項

目
が
簡
素
化
さ
れ
、
特
に
大
か

月
ご
と
に
行
う
定
期
点
検
は
白

動
車
の
構
造

・
装
置
に
つ
い
て

基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持
つ
ユ
 

ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
変
更
は
 
「道
路
運

送
車
両
法
」
の
改
正
に
伴
う
関

係
省
令
の
改
正
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
点

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 


